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本書ではこんな情報を掲載しています 

◎長期的かつ安定的なヒューマンエラーの低減、未然防止を実現するには 

◎「対策の進め方」、「継続するコツ」を1冊に凝縮 
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 ◆要因分析の進め方 

・ヒューマンファクターとシステムファクターの切り分け方 

・ヒヤリ・ハットと情報収集 

・パレート図の活用、対策テーマの決定 

・要因を見逃さない特性要因図の作成 

・5W1H、4M4E分析、なぜなぜ分析による追究 

・SHELモデルによる原因同定手法と事前予測アプローチ 

・現場で実際に分析やヒアリングを行う際のポイント 

 

◆エラー防止教育 

・「気づける」人材教育プログラムの構築、実施 

・ポカヨケ、3Ｈに着目した防止策 

・ノンテクニカルスキル教育のポイント 

・安全衛生教育と定着させるポイント 

・被害やトラブルを防ぐチーム力の醸成 

◆エラー防止のための環境づくり 

・3安職場づくりと実現するための5S活動の推進 

・エラープルーフな仕組みの構築 

・安全文化醸成に向けた取り組み、評価とポイント 

・小集団改善活動によるPDCAサイクル管理とエラー防止 

・ウェルビーイングの考え方とマネジメントとしての取り扱い 

・従業員のモチベーション向上と職場責任者の向き合い方 

 

◆取り組み、対策事例 

・製鉄・精錬現場におけるスタッフへの安全衛生教育 

・化学プラント、製油所における安全対策 

・化学製品製造における従業員の危険感受性を高める活動 

・フィルム製品製造現場における安全活動と教育 

・モーター製造現場におけるTPM活動と人材教育 

・自動車部品製造現場における安全な職場環境づくり 

・食品事業所、製菓工場におけるエラー防止、職場環境づくり 
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第１章 ヒューマンエラーのメカニズム      

第1節 脳の働き方から見たヒューマンエラーのメカニズム 

第2節 現場で働く人のための新しいヒューマンエラー防止教育の提案  

第3節 脳の働きからみたヒューマンエラー発生のメカニズム 

第4節 ヒューマンエラー発生メカニズムと対策のポイント 

第5節 エラー対策の注意点と人間の特性を踏まえた対策検討の必要性 

 

第２章 分析手法とリスクの見える化 

第1節 エラーの対象となるテーマ、課題設定の仕方と要因の見える化 

第2節 ヒューマンファクターが与える安全性への影響と情報分析 

第3節 ４Ｍ４Ｅ分析となぜなぜ分析を用いたエラーの分析と注意点 

第4節 PSFの抽出と分析～ヒューマンエラーの種になる要因の分析～ 

第5節 VTA法の基本的な考え方と安全マネジメントの実践 

第6節 SHELモデルに基づいた事故の原因同定と問題の分析 

第7節 生産現場におけるヒューマンエラー分析の進め方とポイント 

第8節 ポカミスを予防するエラープルーフ化の進め方と 

         作業観察のポイント 

第9節 ヒューマンエラーの問題解決 

第10節 機械設備による労働災害防止対策の手順 

 

第３章 作業員教育と評価 

第1節 現場実務者を対象とした安全マネジメントの基礎 

第2節 労災を未然防止する作業員の安全教育とそのポイント 

第3節 製造技術標準の解説と運用、活用法 

第4節 ３Ｈに着目した品質管理とエラー対策に向けた作業員教育とは 

第5節 エラーと重大事故を防ぐノンテクニカルスキル教育のポイント 

第6節 安全管理、安全衛生管理の基本と定着させる教育のポイント 

第7節 エラーを防ぐ作業員、リーダー教育と職場づくりポイント 

第8節 エラーとの向き合い方と対策としての５S推進ポイント 

第9節 作業経験年数の浅い作業者のエラー防止と教育効果の確認 

第10節 エラー防止に向けた管理者と作業員との持つべき視点 

第11節 建設現場に学ぶ、見えない危険の見える化とリーダー育成 

第12節 ポカミスを防ぐ作業者教育とモラルマネジメント 

  

第４章 AI、VR、IoTを活用した対策技術 

第1節 遠隔地から現場作業のお手本を提示できるシステムの研究開発 

第2節 エッジAI技術を応用した製造業の工程作業におけるエラー防止 

第3節 目視検査のうっかりミスを防ぐPOKAMIRUの開発と事例 

第５章 環境づくりと組織改革 

第1節 職場における安全文化醸成の取り組み、安全文化評価の考え方 

第2節 安全な職場環境を維持する組織づくり、コミュニケーション 

第3節 不良防止の仕組みづくりに向けた検査業務マネジメント 

第4節 ミスを防ぐ教育訓練・改善活動のポイントと職場・作業管理 

第5節 不良・手直しの発生要因を元から断つ仕組みづくりと対処法 

第6節 ヒューマンエラーを防ぐチーム力の醸成と仕組みづくり 

第7節 組織で取り組むヒューマンエラー＆ポカよけの仕組みづくり 

第8節 小集団改善活動の活性化によるエラーの未然防止と社員教育 

第9節 産業組織におけるウェルビーイングと推進活動の取り組み方 

第10節 はたらく人の安全のためのウェルビーイング定量化に向けて 

第11節 従業員の働きやすさと生産性の維持向上を実現する組織作り 

第12節 高齢社会における職場環境とウェルビーイングの標準化展望 

 

第６章 マニュアル、手順書の作成ポイント 

第1節 エラーの削減・再発防止に向けたマニュアル作成のポイント 

第2節 エラー防止、業務引き継ぎに活用できるマニュアルのつくり方 

 

第７章 対策事例 

第1節 製鉄・精錬現場におけるスタッフへの安全衛生教育の取り組み 

第2節 金属粉の製造現場における安全活動とヒューマンエラー防止 

第3節 「事業継続力強化計画」連携時のヒューマンエラー対策 

第4節 化学プラントの安全対策 

第5節 化学プラントの安全操業に向けたエラー防止、技術伝承 

第6節 石油精製におけるヒューマンエラー防止の取り組み 

第7節 従業員の危険感受性を高める活動 

第8節 フィルム製品製造現場における安全活動と安全教育の取り組み 

第9節 複合工場における安全活動 

第10節 モーター製造現場におけるTPM活動の推進とエラー防止 

第11節 自動車部品製造における安全な職場環境つくりとエラー防止

第12節 食品事業所におけるヒューマンエラー防止の取り組み 

第13節 製菓工場のリスクアセスメントと労災を発生させない環境 

第14節 ベビーチーズ製造工程における品質管理と自動化との融合 


